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研究成果の概要（和文）：本研究では、人々の社会活動（地域活動やボランティア、また余暇活動等）の具体的
な内容とソーシャルキャピタル指標が、健康状態とどのように関連するかを検討し、地域介入に活用可能な評価
指標開発と可視化を目指したものである。研究は、地域在住高齢者長期縦断疫学研究（SONIC研究）において都
市部と非都市部に在住する高齢対象者の精神・身体的指標（既往歴、血圧、血液データ、認知機能、WHO5）、及
び社会的指標（社会参加の有無・頻度・自主性、外出頻度、家族形態、SCの一般指標および地域関連指標）の関
連を検討した。成果として、特に地域特徴および年代における関係性の相違が明らかとなり、実践への糸口とな
る知見を得た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined how the people's social activities (community 
activities, volunteer activities, leisure activities, etc.) and social capital indicators are 
related to their health status, and evaluated them that can be used for community intervention. It 
aims at index development and visualization. The study is based on the longitudinal study of 
community-dwelling elderly (SONIC study). We examined the relationship between mental and physical 
indicators (history, blood pressure, blood data, cognitive function, WHO5) of elderly subjects 
living in urban and non-urban areas, and social indicators (presence/absence/frequency/independence 
of social participation, frequency of going out, family form, general SC indicators and 
community-related indicators). As a result, differences in relationships, especially in regional 
characteristics and ages, were clarified, and we gained insights that contribute to practice.

研究分野： 公衆衛生看護学

キーワード： 介護予防　社会的活動　地域保健　ソーシャルキャピタル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ソーシャルキャピタル(以下；SC)と呼ばれる社会の絆や結束から生み出される資源が、その地域の人々の健康を
守ることが明らかとされている一方で、SCの健康への作用 経路及び介入実践に結び付く知見は未だほとんど得
られておらず、測定方法や下位概念も十分に確立されていな い。本研究成果により、健康には地域全体のSCだ
けでなく，個人レベルのSCが影響するなど、居住地域による特徴の違いが認められたことから、地域高齢者のSC
醸成の介入には居住地域や個人差を考慮する新たな知見が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

ソーシャルキャピタル(以下；SC)と呼ばれる社会の絆や結束から生み出される資源が、

その地域の人々の健康を 守ることが明らかとされ、それは公衆衛生看護活動にとって

非常に重要な概念である。しかし SCの健康への作用経路及び介入実践に結び付く知見

は未だほとんど得られておらず、測定方法や下位概念も十分に確立されていない。その

一因として、多くの先行する SC 研究は、ほとんどが質問紙調査によって実施されてき

たことがあげられる。本研究は、それら横断的質問紙調査の限界を解決し、その客観的

健康指標である血液検査、血圧・身体計測値等の種々の測定を追跡可能な集団において

実施し解析するものである。また本研究の学術的な特色としては、これら SC 指標を見

える化し実践応用できるように、居住環境を加味した解析を行い、公衆衛生看護活動の

軸となる地域診断と連動させ、実践展開に結び付けていくことを目指したものである。 

 

２．研究の目的 

本研究では、地域在住高齢者の身体データと SCに関連する社会活動等を縦断的に調査

し、SC と健康の関連性を因果関係も含めて解明することにより地域介入支援の実践に

活用可能な SC の測定/評価指標を開発する。また居住地の地理的環境も加味した分析

を行い、かかる情報を可視化する。それらを地域診断と連動させ、健康な地域づくりの

介入実践へ SC を活用・応用する基盤を確立し、充実した地域包括ケアシステムの構築

を目指すものである。 

 

３．研究の方法 

地域在住高齢者長期縦断疫学研究（SONIC 研究）を基盤として、都市部と非都市部に

在住する高齢対象者への会場調査を行った。またあわせて自記式質問紙調査を実施し

た。会場調では、血液データ等も含めた身体の客観的指標の評価を行い、あわせて社会

活動の実態および SC について郵送調査を実施して、これらの関連を解析した。調査対

象者は、約 3,000 名であった。対象者の 3 年後追跡調査により具体的な変化を把握で

きる縦断データを得て、SC と健康の関連を因果関係も含めて解明するとともに、かか

る情報を可視化して介入応用への示唆を得る分析を行った。 

 

 

４．研究成果 

精神的健康については、高齢者の持つ個人 SC を高めることは都市部・非都市部の別に

かかわらず有用であることが示された。さらに、都市部では非都市部とは関係性が異な

っており、地域全体の SC だけでなく，個人の持つ SC が影響するなど、居住地域によ

る特徴の違いが認められたことから、地域高齢者の SC 醸成の介入には居住地域や個人

差を考慮する重要性が示された。身体的健康においては、高齢者の社会的活動として、

12 分類の余暇活動（例：趣味活動、公的社会活動、学習活動等）・ソーシャルキャピタ

ル指標（例：信頼、互酬性、地域貢献）と高血圧または糖尿病の有無（会場調査での測

定結果および服薬状況）、およびそれら疾病管理状況との関連性を明らかとした。分析

の結果、高齢者の生活習慣病には社会的要因が関連することが明らかとなった。例えば、

70 代女性においては、ソーシャルキャピタル（社会貢献意識）が高い方が有意に糖尿

病の割合が低い、という結果が認められた。これらの関連性には性差および年代差、ま



た疾病の種類による違いも認められた。本研究の結果に基づき、地域での高齢者支援制

度やシステム構築にさらなる提案ができると考えられた。以上の研究成果は国内外の

学会にて発表を行ったとともに、学術誌への論文報告をした。 
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